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オランダとイギリスにおける

昆虫インベントリー整備状況の調査

安田 耕司農業環境インベントリーセンター昆虫分類研究室

博物学の伝統が根付くヨーロッパでは生物のイ

ンベントリー（標本やその情報）はどのように管

2005 1理され、利用されているのだろうか。 年

月 日から約 週間、オランダとイギリスの主16 1
要な標本所蔵機関を微生物分類研究室の對馬室長

とともに訪問し、標本管理の現状やデータベース

化への取り組みについて調査してきた。

訪問先は合計 カ所、昆虫関連の標本館はオラ6
、 、ンダのワーゲニンゲン大学 アムステルダム大学

ライデン自然史博物館とロンドンにある自然史博

物館（右の写真）である。ワーゲニンゲン大学の

標本館は比較的小さいが、アムステルダム大学と

ライデン自然史博物館（表紙に関連写真）はオラ

ンダの昆虫標本館としては双璧であり、所蔵標本

数はそれぞれ 万と 万、またロンドンの自800 600
然史博物館は世界の博物館の中心的存在で、昆虫

および陸生節足動物だけで所蔵数は 万に及2800
ぶ。これらの標本館に共通して言えることは、標

本がよく整理されていることである。ほとんどの

標本は種、属、科あるいは目レベルで同定され、

分類群別に配列されている。特にライデンでは種

「 」レベルまで同定されている標本の割合が ％70
というのには驚いた。やはり何十年あるいは百年

以上にわたって継続的に標本の整理が行われてき

た賜であろう。ちなみに農環研の昆虫標本館にお

ける所蔵数 万のうち、種レベルまでの同定標120
本率はせいぜい ％である。10
標本の同定率が高いライデンでは、標本情報デ

ータベースの構築に向けた 年間のパイロットプ2
ロジェクトが始まったばかりであった。この点で

は農環研が先を行っている。ライデンのプロジェ

クトに参画している鳥類の標本室ではアルバイト

の女性が鳥の標本をデジタルカメラで撮影してい

た。標本本体とラベルを同時に撮影し、データベ

ースには、標本本体の写真の登録に加えて、ラベ

ルの内容を画像を見ながら後で入力するとのこ

と。標本情報をできるだけ簡単迅速にデジタル化

する工夫をしている。その女性によれば「仕事は

とても退屈！」とのこと。基盤情報の整備が地味

城郭のような威容を誇るロンドンの自然史博物館

で根気のいる仕事であることは、万国共通の悩み

である。

ロンドンでもデータベースの構築準備が 年計3
画で既に始まっていた。博物館所蔵品の管理用ソ

フトにデータを移行する準備作業を昆虫、植物、

鉱物などの部門ごとにそれぞれ半年で行うとのこ

と。私たちが説明を聞いている傍らで、 人の職1
員が古い標本管理カードの画像を見ながら黙々と

データを入力している光景が印象的であった。研

究者以外に何人もの職員が標本の管理やデータベ

ースの作成に携わっている。このような体制があ

ってはじめて膨大な標本の整理ができるのだと改

めて納得した。

標本データベースの構築は所蔵標本数が多けれ

ば多いほど困難である。そのため、大規模な博物

館では具体的な作業はほとんど進んでいないので

はないかと想像していた。ところが、今回の調査

によって、取り組み状況に差異はあるものの、デ

ータベース化に向けた動きが着実に進んでいるこ

とを実感した。農環研においても、標本データベ

ースの継続的な充実とともに、国際的な標本情報

ネットワークの構築を視野に入れなけれなならな

い。これらを推進する上で、ヨーロッパの主要な

博物館を訪問し、多くの標本管理者や研究者と繋

がりができたことは大変心強い。
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